
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

事業所名 カナガク自立支援学習センター放課後デイ 戸塚駅前校 

 

Ａ環境面 

様々な学年がいる中で、スぺ―スが十分に分か

れているので良い環境ではないか。 

Ｂ児童への支援内容 

活動プログラムの充実を目指し、様々なプログ

ラム内容にしている。 

 

Ｃ関係機関との連携 

療育センター・学校との情報を共有している。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

契約時や日々の連絡帳、面談などで確認や様子

などを話している。 

 

Ｅ非常対応 

避難訓練の実施がされている。 

防犯・感染予防・事故予防などのマニュアルが

そろっており、マニュアルを用いた研修が毎月

事業所内で行われている。 

 

Ａ環境面 

活動スペースが確保されている。 

家族以外の大人とかかわることのできる大切な

場所となっている。 

 

Ｂ児童への支援内容 

子供の個性に合わせて対応してくれている。 

様々な検定があり目標を定めてくれるのであり

がたい。 

指導員の人数が充実しており、指導員の質が良い 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

家庭では見る事の出来ない姿を発信してくれる。 

迅速に行動してくれるのでとても助かっている。 

 

Ｄ非常対応 

避難訓練の実施。 

 

 

 

【分析】 

指導員が子供の目線に立ち支援を行うことができている。送迎などに関しての苦情も特になく児童に対し

ても保護者に対しても最善の支援を行うことができているのでないかと感じている。 

去年の改善の取り組みが良く出来ていると感じるアンケート結果だった。 

 

保護者による評価 事業所による自己評価 

事業所内での分析 

・今ある療育を充実させるために、保護者と面談し何を必要としているかニーズを捉えるとともに、 

事業所内で今以上にミーティングを行い、利用者一人ひとりのプログラムを考えていく。 

・活動内容等を知っていただくために紙面だけでなく、直接お話できる機会があればその都度お知らせする。 

・避難訓練の実施については事前事後報告を徹底するとともに、様々な曜日に行い利用者全体が参加できるよ

うに計画を組む。 

・カリキュラムの強化に努める。 

 

 

事業所自己評価シート         

 
事業所の改善への取り組み 

令和 ５ 年度         


